





















































Iuris Civilis）と引照」などローマ法に関するご業績や，「Legal History ― Die 
europäische Rechtsgeschichte」や「＜講演＞ Über die Verhandlungskultur in Japan
［日本における交渉文化について］」などのドイツ語によるご業績がある。
　広島大学の広報委員会委員長，法務研究科研究科長・副研究科長，日本学
術会議連携会員（法学委員会），独立行政法人大学入試センター客員教授，中
央教育審議会専門委員（法科大学院特別委員会），放送大学広島学習センター
客員教授など，学内外で多くの職務を歴任される一方で，以上のような多種
多様なご業績を挙げられたことは驚くばかりである。
　全学の広報委員会委員長として，広報誌『広大フォーラム』（広大ホームペー
ジで閲覧可能）の編集長としてご活躍されたことからもわかるように，平野
先生の特技は広報部門かもしれない。先生は 1997 年から大学のサーバー上に
個人ホームページを作成され，コンテンツの中でもオリジナル写真で構成さ
れている「キケロ・ホームページ」はネット上でも評価の高いページである。
同時期に作成された法学部の最初のホームページは，先生の手作りであった。
法科大学院に移られた後は，ホームページの作成・管理だけでなく，パンフ
レットの制作責任者を14年間続けられてきた。法科大学院の広報関係の写真，
図，デザインなどには平野色が感じられるものが数多あると言ってもよいほ
どである。
　ご定年による退職のためとはいえ，国内外の広範な学識に基づいて，将来
の法律実務家に不可欠な法哲学及び法学の基礎を教えることができる希有な
研究者・教育者である平野先生が，この時期に法科大学院を離れられること
は，ひとり広島大学のみならず，中四国のすべての大学の社会科学にとって
大いなる損失であるといわざるを得ない。
　私自身は，京都の大学院入学時から約 40 年間にわたって先輩として前を歩
いておられた平野先生が 4月からおられなくなるということがどういうこと
なのか，実感として受け入れられないというのが正直な気持ちである。
20
　平野先生には，今後とも非常勤講師などの形で広島大学の教育を可能な限
り支えていただきたい。これは，無理を承知の上での，後輩としてのお願い
である。
